
講義を受ける前に

本日の講義のハンドアウトを準備しましたので、
右のQRコードからダウンロードしてご利用ください。

本日の講義は助産師・看護師の方を対象としています。
講義の時間は約20分です。

パンフレット

患者さんにお渡しして説明するパンフレットを
右のQRコードからダウンロードしてご利用ください。

講義資料

パンフレット (https://www.med.nagoya-u.ac.jp/obgy/research/obstetrics/postpartumcare/pamphlet1.pdf)
講義資料 (https://www.med.nagoya-u.ac.jp/obgy/research/obstetrics/postpartumcare/handout1.pdf)



妊娠高血圧症候群を発症した方に対する
産後ケア・インターコンセプションケアの実践のために

名古屋大学大学院医学系研究科 産婦人科学講座

牛田 貴文

Nagoya University Graduate School of Medicine



本日の講義の概要

ｲﾝｽﾘﾝ治療

高血圧
心血管障害

妊娠高血圧症候群の再発

次回妊娠時

中高年

２型糖尿病

1ヶ月検診

適切な産後ケア
インターコンセプションケア

今までのHDPの管理

これからのHDPの管理
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妊娠高血圧症候群 (HDP)



本日の講義の内容

・妊娠高血圧症候群を発症した女性の将来の疾患リスクについて

・産後ケア・インターコンセプションケアとは？

・将来的な疾患リスクの軽減のためにできることは？

・次回妊娠での妊娠高血圧症候群の再発予防について

・患者さんへの情報提供・生活習慣指導を成功させるために



情報提供・生活習慣改善の指導の実践

「妊娠高血圧症候群を発症した女性の、将来の疾患リスクについて理解し、
産後ケア・インターコンセプションケアの観点から、

患者さんへ情報提供・生活習慣指導を実際に行えるようにする」

講義や動画を用いた学習

妊娠高血圧症候群

本日の講義の目標

助産師 看護師



「え～、私にできるかな？」という声が聞こえてきそうですが・・・

「安心してください、ちゃんとできます」

・「患者さんへの指導」について、皆さんはすでにプロ
（育児をしたことがない方へ、日々様々な指導を行っている）

・助産師外来・母親教室などでも産前・産後の生活指導・育児指導をしている

・情報提供・生活指導はパンフレットを見ながらやればいい

どうして？

本日の講義の目標



本日の講義の内容

・妊娠高血圧症候群を発症した女性の将来の疾患リスクについて

・産後ケア・インターコンセプションケアとは？

・将来的な疾患リスクの軽減のためにできることは？

・次回妊娠での妊娠高血圧症候群の再発予防について

・患者さんへの情報提供・生活指導を成功させるために



妊娠高血圧症候群 (HDP)

10％

高血圧
脳・心血管疾患

妊娠高血圧症候群の再発

20～25%

ｲﾝｽﾘﾝ治療
内服治療

２型糖尿病

約2倍約2～4倍

出産後に血圧は
一時的に改善する
ものの・・・

脳・心血管疾患：脳卒中（脳出血、脳梗塞）
心不全
冠動脈疾患（心筋梗塞）など
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次回妊娠時

中高年

妊娠高血圧症候群と将来の疾患リスクについて



HDP既往女性はなぜ将来リスクが高くなるのでしょうか？

HDPのリスク因子
≒脳・心血管疾患のリスク因子

・高血圧の家族歴
・肥満
・高齢妊娠
・糖尿病・妊娠糖尿病
・腎疾患
・膠原病など

もともとリスクが
ある女性

HDPを
発症しやすい

将来、心血管疾患
糖尿病を発症しやすい

妊娠高血圧症候群と将来の疾患リスクについて



本日の講義の内容

・妊娠高血圧症候群を発症した女性の将来の疾患リスクについて

・産後ケア・インターコンセプションケアとは？

・将来的な疾患リスクの軽減のためにできることは？

・次回妊娠での妊娠高血圧症候群の再発予防について

・患者さんへの情報提供・生活指導を成功させるために



産後ケア・インターコンセプションケアとは？

プレコンセプションケア（プレ：前、コンセプション：受胎・妊娠）
→女性やカップルに将来の妊娠のための健康管理を提供すること

インターコンセプションケア（インター：間）
→次の妊娠に向けたケア

プレコンセプションケア

産後ケアインターコンセプションケア

産後ケア 女性ヘルスケア



産後ケア・インターコンセプションケアの目的は？

産後ケア

インターコンセプションケア

もともとリスクが
ある女性

HDPを発症

HDPの再発を軽減

産後ケア・インターコンセプションケア
≒健康的な生活習慣の維持のための取り組み

将来、心血管疾患
糖尿病のリスクを軽減



本日の講義の内容

・妊娠高血圧症候群を発症した女性の将来の疾患リスクについて

・産後ケア・インターコンセプションケアとは？

・将来的な疾患リスクの軽減のためにできることは？

・次回妊娠での妊娠高血圧症候群の再発予防について

・患者さんへの情報提供・生活指導を成功させるために



産後ケア・インターコンセプションケアの指導



産後ケア・インターコンセプションケアの指導

情報提供したい内容

１．妊娠高血圧症候群を発症した女性の将来の疾患リスクについて

２．将来的な疾患リスクの軽減のためにできることは？

３．次回妊娠での妊娠高血圧症候群の再発予防について

どこかで見た内容だな～？



具体的な生活習慣指導内容について

定期的な運動

・1日30分（週150分）を目標
・難しければ1日1000歩(約10分) 増やす

2023年厚生労働省の
「健康づくりのための身体活動・運動ガイド」



具体的な生活習慣指導内容について

バランスのいい食事

・外食を避ける
・塩分、脂質の多い食品を控える
・節酒（授乳中は禁酒）

禁煙

・禁煙の継続
・受動喫煙も避ける

産後の体重管理

・まずは妊娠前まで
・可能なら標準体重BMI<25kg/m2

母乳育児の継続

母：がん（乳がん、卵巣がん）、
心臓病、糖尿病などのリスク軽減
産後すぐは体重が元に戻りやすい

子：感染症にかかりにくい
様々な発達の向上



具体的な生活習慣指導内容について（発展編）

国立成育医療研究センター
「プレコン・チェックシート」

厚生労働省「妊産婦のための食生活指針」

★講義資料に入っています★



本日の講義の内容

・妊娠高血圧症候群を発症した女性の将来の疾患リスクについて

・産後ケア・インターコンセプションケアとは？

・将来的な疾患リスクの軽減のためにできることは？

・次回妊娠での妊娠高血圧症候群の再発予防について

・患者さんへの情報提供・生活指導を成功させるために



次回妊娠でのHDPの再発予防について

HDP
再発予防の3本柱

体重管理 アスピリン

血圧管理

インターコンセプションケア



次回妊娠でHDPの再発予防について

血圧測定・管理（産後3か月以降）

＊定期的に血圧を測定し、高めであれば内科で
原因検索（二次性高血圧）を勧める

＊次回妊娠前までに血圧130mmHg未満になるように降圧薬を調整する

体重管理

＊もともと肥満・妊娠糖尿病の方が多いので体重管理は非常に重要
次回妊娠での再発率にかなり影響します！

＊次回妊娠までに標準体重（BMI<25kg/m2）（難しければ妊娠前の体重）
に戻せるようにアドバイスする



次回妊娠時にアスピリン内服

＊HDPを約5～6割減らすことができる
・日本ではまだ保険適応されていないが、現在保険収載に向けての動きがある

＊現在日本では、HDPの中でも妊娠高血圧腎症の場合に内服が推奨されている
・アスピリンが適応かどうかは医師に確認してパンフレットに記載してください

医師に確認して、アスピリンの「①適応です、②適応ではありません」
のどちらかに〇を付けて患者さんに渡してあげてください。

次回妊娠でHDPの再発予防について



本日の講義の内容

・妊娠高血圧症候群を発症した女性の将来の疾患リスクについて

・産後ケア・インターコンセプションケアとは？

・将来的な疾患リスクの軽減のためにできることは？

・次回妊娠での妊娠高血圧症候群の再発予防について

・患者さんへの情報提供・生活指導を成功させるために



患者さんへの情報提供・生活指導を成功させるために

一番重要なのは・・・ 「始めてみること」

２．患者さんに説明するパンフレットを確認

３．患者さんとの会話動画（約10分）
アニメーションで作成しました！

１．この講義動画（もう一度見直して）



医療従事者の理解 患者さんの理解

継続的なサポート

モチベーションの維持
受診率の向上

HDPの
再発予防

生涯にわたる
健康ここが重要！

産婦人科医 内科医助産師 看護師

多職種連携

患者さんへの情報提供・生活指導を成功させるために

ここも重要！



対象：出産経験のある女性
アンケート期間： 2024年3月~5月
アンケート方法：Webアンケート

有効回答数：880名 (そのうち妊娠高血圧症候群既往女性 73名）

妊娠高血圧症候群既往

心血管障害
メタボリック
症候群

妊娠高血圧症候群
の再発

医療従事者から
情報提供を

受けたことがない

将来の疾患リスクや次回妊娠についての知識

8.3%
56.2% 37.0% 69.9% 31.5%

患者さんへの情報提供・生活指導を成功させるために

患者さんへの情報提供は十分にできていない



こんな質問がよく来ます

・誰が行うのがいいでしょうか？
→決まっていません。医師、看護師、助産師、誰でも構いません

・いつ情報提供・生活指導したらいいでしょうか？
→退院前が効果的かもしれません（可能なら産後1か月健診でもリマインド）

・どれくらいの時間をかけたらいいでしょうか？
→５~10分程度、お互いに負担にならない程度に

・患者さんからの質問などに困ったらどうしましょう？
→確認のための時間をもらい、先輩や医師に確認をしましょう
聞かれて分からなかったことをしっかり解決することが重要！
次に繋がります。

→専門のインターコンセプションケア外来を案内することも可能です

患者さんへの情報提供・生活指導を成功させるために



インターコンセプションケア外来を開設

予約は地域連携および患者さん本人からの申し込みも可能

名古屋大学 インターコンセプションケアに特化したカウンセリング外来を開設

対象となる疾患はHDP、早産、妊娠糖尿病



「妊娠高血圧ヘルスケアプロバイダー」取得しませんか？

「妊娠高血圧ヘルスケアプロバイダー認定制度」

2023年の日本妊娠高血圧学会では
約200名以上の助産師、看護師、栄養士、内科医が
参加されました。毎年学会で取得可能です。

この動画だけだとちょっと物足りない方へ
ちょっと興味が出てきた・・・、もっと継続的に学びたい方へ



Take home message

産後ケア・インターコンセプションケアを
実践してみましょう

「妊娠高血圧症候群を発症した女性の、将来の疾患リスクについて理解し、
産後ケア・インターコンセプションケアの観点から、

患者さんへ情報提供・生活習慣指導を実際に行えるようにする」

皆さんの取り組みが、将来の女性の健康につながります

ご質問やご要望はこちらに
名古屋大学 産婦人科 牛田貴文
E-mail: u-taka23@med.nagoya-u.ac.jp
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